
平成２５年３月７日 
 

文部科学省 東日本大震災復興支援イベント 
～教育・研究機関としてできること、そしてこれから～ 

 
１ テーマ 

文部科学省 東日本大震災復興支援イベント 
～教育・研究機関としてできること、そしてこれから～ 
（１）東日本大震災 復興支援フォーラム 
（２）東日本大震災 復興支援映像・パネル展 

 
２ 開催日時 

（１）東日本大震災 復興支援フォーラム 
   平成２５年３月１１日（月）１１：００～１５：００ 
 （２）東日本大震災 復興支援映像・パネル展 
  平成２５年３月１１日（月）１１：００～１８：００ 
 ※映像・パネル展は、参画機関によって３月１５日（金）まで継続するものがあります。 

 
３ 開催場所 
  東京都千代田区霞が関３－２－２ 文部科学省庁舎エリア 
  （１）東日本大震災 復興支援フォーラム 

文部科学省庁舎前 「霞テラス 中央ひろば」 
 （２）東日本大震災 復興支援映像・パネル展 

①文部科学省庁舎前（西側）「２階共用ロビー」 
②文部科学省庁舎前（東側）「２階エントランス前ひろば」 
③文部科学省「２階エントランス広報スペース」 

  ※③については、文部科学省に用務のため入館する方々が見学可能です。 

 

４ 主催（参画機関） 

○文部科学省 

文部科学省はじめ各関係機関では、これまで、平成２３年３月１１日に発生した東日

本大震災に対する様々な復旧・復興支援に取り組んできました。 
このたび、震災発生から２年目を迎えるに当たり、文部科学省及び各機関が、これま

で取り組んできた復旧・復興等について、国民の方々に対し、その支援活動のレビュー

を行いながら理解増進を図るとともに、被災地支援への風化を防ぎ、今後を見据えた更

なる支援につなげるための広報啓発イベントを、文部科学省の場で開催しますのでお知

らせします。 



○文化庁（文化芸術による復興推進コンソーシアム） 
○国立大学 

    北海道大学、室蘭工業大学、帯広畜産大学、北見工業大学、弘前大学、岩手大学、

東北大学、宮城教育大学、山形大学、福島大学、茨城大学、筑波大学、筑波技術大

学、宇都宮大学、群馬大学、東京大学、東京医科歯科大学、東京学芸大学、東京工

業大学、東京海洋大学、お茶の水女子大学、新潟大学、上越教育大学、金沢大学、

福井大学、山梨大学、信州大学、静岡大学、愛知教育大学、名古屋工業大学、京都

大学、京都工芸繊維大学、神戸大学、広島大学、山口大学、香川大学、高知大学、

九州大学、熊本大学、大分大学、鹿児島大学 
○大学共同利用機関法人 

人間文化研究機構（国立歴史民俗博物館）、自然科学研究機構（基礎生物学研究

所）、情報・システム研究機構（新領域融合センター、統計数理研究所） 
○独立行政法人 

国立女性教育会館、国立科学博物館、物質・材料研究機構、放射線医学総合研究

所、防災科学技術研究所、宇宙航空研究開発機構、理化学研究所、海洋研究開発機

構、日本原子力研究開発機構 
○関係機関 

   （社）国立大学協会 
 
５ 開催プログラム・概要 

 （１）東日本大震災 復興支援フォーラム【別紙プログラム一覧参照】 

    各機関ごとにブースを設置し、東日本大震災復旧・復興支援に関するこれまでの

活動報告や実績について、パネル、映像等を用いながら、実際に被災地支援を行っ

た教員・学生、その他担当者等が取組の紹介を行い、国民の方々への理解増進・啓

発を図るもの。 

    ※各出店機関ごとに、様々なデモンストレーションを含めた取組紹介を行います。 

    ※参加いただいた方には、各機関から機関グッズ等を配布いたします。 

    ※東日本大震災の発生時刻である午後２時４６分に、会場に参加する全員で約１

分間の黙祷を行いますので、御協力をよろしくお願いします。 

 

 （２）東日本大震災 復興支援映像・パネル展 

文部科学省内及び庁舎前のスペース等において、各機関ごとに東日本大震災に対

する復旧・復興に関する取組の支援映像やパネル等を設置し、国民の方々への理解

増進・啓発を図るもの。 

    ※東日本大震災の発生時刻である午後２時４６分に、会場に参加する全員で約１

分間の黙祷を行いますので、御協力をよろしくお願いします。 

 

６ 参加方法について 

   本イベントは、どなたでも自由に参加・傍聴が可能なイベントです。また、各機関 

から配布するグッズ等については、全て無料で配布します。参加を御希望の方は、当 

日直接会場にお越しください。 

 

７ その他 

   本イベントは、屋外で開催するイベントです。天候及びその他やむを得ない理由に



＜担当＞ 

文部科学省大臣官房総務課広報室 

  事業第 2 係長  荒井  寛（内線 2170） 

      係員  宮本 大輔（内線 3045）  

   Tel.03－6734－2170（直通）Fax.03-3593-7163 

   Mail.hiroba@mext.go.jp 

 

より、予告なく中止又は変更する場合がありますので御了承ください。なお、雨天時

においては、内容を縮小し屋内会場で実施予定です（雨天時の会場変更については、

当日、文部科学省担当窓口にお尋ねください）。 
 
８ 取材等について 
  ○ 本イベントは公開とします。 

○ 取材を希望される方は、３月８日（金）１７時までに、下記担当まで、メール又

は FAX にて氏名、所属機関、連絡先（電話・FAX）、撮影・録画・録音希望の有無

を明記の上、登録をお願いします。 
○ 取材当日は、文部科学省担当官の指示に従ってください。 
○ 取材当日は、身分証明書を持参し、必ず社名入りの腕章を着用してください。 
○ 都合により、日程、内容・プログラム等について、予告なく中止または変更する

場合があります。 
 

 

 

 
 
 
 



 

 

 

主催（参画機関） 
○文部科学省 ○文化庁（文化芸術による復興推進コンソーシアム） ○国立大学：北海道大学、室蘭工業大学、帯広畜産大学、北見工
業大学、弘前大学、岩手大学、東北大学、宮城教育大学、山形大学、福島大学、茨城大学、筑波大学、筑波技術大学、宇都宮大学、群馬
大学、東京大学、東京医科歯科大学、東京学芸大学、東京工業大学、東京海洋大学、お茶の水女子大学、新潟大学、上越教育大学、金沢
大学、福井大学、山梨大学、信州大学、静岡大学、愛知教育大学、名古屋工業大学、京都大学、京都工芸繊維大学、神戸大学、広島大学、
山口大学、香川大学、高知大学、九州大学、熊本大学、大分大学、鹿児島大学 ○大学共同利用機関法人：人間文化研究機構（国立歴史
民俗博物館）、自然科学研究機構（基礎生物学研究所）、情報・システム研究機構（新領域融合センター、統計数理研究所）○独立行政法
人：国立女性教育会館、国立科学博物館、物質・材料研究機構、放射線医学総合研究所、防災科学技術研究所、宇宙航空研究開発機構、
理化学研究所、海洋研究開発機構、日本原子力研究開発機構 ○関係機関：（社）国立大学協会 

復興支援フォーラム／復興支援映像・パネル展 開催 

文部科学省はじめ各関係機関では、これまで、平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災に対する様々な復旧・

復興支援に取り組んできました。このたび、震災発生から２年目を迎えるに当たり、文部科学省及び各機関が、これ

まで取り組んできた復旧・復興等について、国民の方々に対し、その支援活動のレビューを行いながら理解増進を図

るとともに、被災地支援への風化を防ぎ、今後を見据えた更なる支援につなげるための広報啓発イベントを、文部科

学省の場で開催します。 

（写真）土湯峠から福島市方面をのぞむ ／ 撮影・提供：株式会社日進堂印刷所（福島市） 
※本写真は、株式会社日進堂印刷所 及び 福島大学の御配慮により、無償で使用させていただくものであり 

福島大学うつくしまふくしま未来支援センターの冊子「共に生きる」の表紙にも使用されているものです 

］ 

  

］ 

平成２５年３月１１日（月） 
開催日時・場所 

○東日本大震災 復興支援フォーラム 
 １１：００～１５：００ 

文部科学省庁舎前 

霞テラス 中央ひろば 
○東日本大震災 復興支援映像・パネル展 
 １１：００～１８：００ 

＊文部科学省庁舎前 
２階共用ロビー・エントランス前ひろば 

 ＊文部科学省 
  ２階エントランス広報スペース 
 ●お問い合わせ先 

 文部科学省大臣官房総務課広報室事業第２係 
 〒100-8959 東京都千代田区霞が関３－２－２  ＴＥＬ：０３－５２５３－４１１１（内線２１７０） 

 
各機関ごとにブースを設置し、東日本大震災復旧・復興支援に関するこれまでの活動報告や実績について、パネル、 

映像等を用いながら、実際に被災地支援を行った教員・学生、その他担当者等が取組の紹介を行い、国民の方々への 

理解増進・啓発を図るイベントです。 

  ※各出店機関ごとに、様々なデモンストレーションを含めた取組紹介を行います 

  ※東日本大震災の発生時刻である午後２時４６分に、会場に参加する全員で約１分間の黙祷を行います 

 

文部科学省内及び庁舎前のスペース等において、各機関ごとに東日本大震災に対する復旧・復興に関する取組の支 

援映像やパネル等を設置し、国民の方々への理解増進・啓発を図るイベントです。 
   



復興支援
フォーラム

復興支援
映像・ﾊﾟﾈﾙ展

文部科学省 研究開発局海洋地球課 ○
「豊かな海へ　科学の力で」
東北マリンサイエンス拠点形成事業

事業概要を映像・パネルで紹介 パネル、映像モニター放映、パンフレット配布

文化庁 ○

○

大学 北海道大学 ○
北海道大学が取り組む、被災地における水産高等教育・水
産業への支援～水産学部附属練習船おしょろ丸、函館マ
リンバイオクラスター～

現在展示実施中のエントランス機材・什器を活用し、水産学部附属練習
船おしょろ丸による、岩手県立宮古水産高校の乗船実習支援と、函館マ
リンバイオクラスターによる被災地支援等をモニター上映や展示により
紹介。

映像モニター放映
資料（広報誌「リテラポプリ特別号」”北大と震災”）配布

大学 室蘭工業大学 ○ ○ 東日本大震災に対する室蘭工業大学の取組
室蘭工業大学東日本大震災調査・研究費補助事業に採択された研究
（災害廃棄物の環境安全な仮置き方法の検討，震災地域における被災
船舶の処理方法の調査）についてパネルを展示。

パネル展示

大学 帯広畜産大学 ○ ○
　帯広畜産大学が取り組む「除染済み農地の再汚染防止
に関する研究支援」について支援活動と今後の計画等

「東日本災害復興支援プロジェクト」の概要と具体的な支援活動につい
ての写真パネル等を持ち込み、多くの方に本学の活動を理解してもらう
ことを希望。

パネル展示

大学 北見工業大学 ○
　寒冷地工学を拠点とする北見工業大学ができる復興へ
の支援、そして未来の私たちの安心へ

　○岩手県陸前高田市の小学生を対象にした学習支援活動の場で、夏
季に雪を被災地に届け、小学生の心のケアを行った活動について紹
介。
　○北見工業大学の学生有志が行った義援金活動について紹介。
　○これからの自然災害に備え、私たちの安全・安心を目指し展開して
いる研究について紹介

①パネル展示
②配布物（参加者に対し、取り組み内容に関する資料を配布）
　北見工業大学紹介パンフレット
　掲示パネル縮小版

大学 弘前大学 ○
東日本大震災の記録　～弘前大学から被災地へ～

弘前大学が被災した各地で行った復興支援の様子を紹介。
パネル展示、映像モニター放映

○
チーム・オール弘前の復興支援　―岩手県野田村の復興
支援・交流活動の記録―

弘前大学のボランティアセンターが、学生・教員のみならず、弘前市や
市民団体と連携して活動を行い、対象地を岩手県野田村に定めて活動
してきた様子を紹介。

パネル展示、映像モニター放映

大学 岩手大学

○

○パネル展示
　　・岩手大学　復興支援活動MAP
　　・学生ボランティア活動
　　・「復興ボード」の生産・活用支援
　　・【施術支援】ホヤ人工種苗生産
　　・ハーブ干物
　　・岩手大学三陸復興推進機構　釜石サテライト
　　・いわて高等教育コンソーシアムによる被災地支援①～④

20130311 文部科学省 東日本大震災復興支援イベント～教育・研究機関としてできること、そしてこれから～　【参画機関・プログラム一覧】

○

「岩手の復興と再生に」オール岩大パワーを　（岩手大学に
おける復興支援活動の紹介）

岩手大学における復興支援活動の紹介

①ワンにゃん号（ペット専用移動診療車）の展示
　・車内の見学会
②被災動物支援説明等
　・震災直後の被災地での被災動物支援、岩手大学三陸復興推進機構被災動物支援班の取組等
③ペットのお悩み相談会
　・ペットのお悩み相談に獣医師が答えます。（診療は行いません）
④パネル展示（屋外展示）
　・被災動物の支援
　・いわて高等教育コンソーシアムによる被災地支援
⑤東日本大震災被災地復興推進のための岩手大学の取り組みに関する資料配布
　・岩手大学三陸復興推進機構パンフレット「『岩手の復興と再生に』オール岩大パワーを」
　・岩手大学震災復興推進レター
　・「『岩手の復興と再生に』オール岩大パワーを　　～東日本大震災から１年間の取り組み～」（報告
書）
　・ミニミニガイド２０１２

文化庁文化部芸術文化課文化活
動振興室（文化芸術による復興推
進コンソーシアム事務局）

文化芸術による復興推進コンソーシアム

行政機関、芸術家、芸術団体、文化施設、助成財団、企業、芸術系大
学、文化ボランティアなど、様々な立場の団体や個人が集まり、連携しな
がら、文化芸術活動を通じて被災地の復興を支援する組織として平成２
４年５月に創設した「文化芸術による復興推進コンソーシアム」を展示等
により紹介。

・「文化芸術による復興推進コンソーシアム」の紹介等パネル
・「文化芸術による復興推進コンソーシアム」紹介配布資料
・「文化芸術による復興推進コンソーシアム」のWebサイトが閲覧可能なPCの配置
・調査研究報告書「東日本大震災、文化芸術の復興・再生の取組」

種別 組織・機関名

参画プログラム

テーマ 実施概要 展示・配布、プログラム内容
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復興支援
フォーラム

復興支援
映像・ﾊﾟﾈﾙ展

種別 組織・機関名

参画プログラム

テーマ 実施概要 展示・配布、プログラム内容

大学 東北大学 ○

　東北大学では、他機関との連携協力のもとに災害復興新生研究機構
を立ち上げ、日本の再生と東北の復興に向けて様々な分野、形態で全
学を挙げて取り組んでいる。この取組を総覧できる内容、若しくは全学的
重点プロジェクトの中から１～２のプロジェクトの内容を取り上げ、わかり
やすく紹介。

○津波発生装置
○８つのプロジェクト冊子

○

東日本大震災の概要と初期対応
　　東日本大震災を引き起こした地震と津波を科学的データを用いて説
明したパネルと、災害発生後、自衛隊、消防署、警察署、病院がとった
初期対応に関するパネルを展示

パネル展示

大学 宮城教育大学 ○ 宮城教育大学附属教育復興支援センターの取組
教育復興支援の取組に関する資料配布、担当職員によるパネル展示形
式での支援活動の説明（連携する他大学の活動の説明を含む）

○展示物
　　・宮城教育大学教育復興支援センター活動パネル
　　・愛知教育大学東日本大震災教育復興支援学生ボランティア事業パネル
○配布物
　　・宮城教育大学教育復興支援センターパンフレット
　　・2011震災復興支援ボランティア報告会パンフレット
　　・学生ボランティア活動報告書2012

大学 山形大学 ○ 　山形大学が取り組んできた東日本大震災復興について
「浦戸諸島桂島観光復興支援ツアー」及び「走れ！！わぁのチャリ」に関
する担当教員・学生による支援活動の説明・紹介

山形大学　「浦戸諸島桂島観光復興支援ツアー」説明資料
○山形大学　「浦戸諸島桂島観光復興支援ツアー」パネル
○山形大学「走れ！！わぁのチャリ」概要パンフレット

大学 福島大学 ○ 福島の復興支援に関する大学の取組の紹介と資料配布

○パネル展示
○「共に生きる」（福島大学うつくしまふくしま未来支援センター設置記念号）
○うつくしまふくしま未来支援センター概要パンフレット
○うつくしまふくしま未来支援センターニュースレター
○提言書～県民が抱く福島への想い、未来への想い～・意見募集の結果概要
○双葉８か町村足外復興実態調査基礎集計報告書
○うつくしまふくしま未来支援センターのキャラクター「めばえちゃん」の着ぐるみを着用し、福島大学
ブースのPRを行う。

○
福島の復興支援に関する大学の取組のパネル展示と映像放映（ＤＶＤ） ○復興支援に関する取組についてパネル展示

○「郷土に想いをよせる同窓会事業」について映像放映（ＤＶＤ）

大学 茨城大学 ○

○パネル展示
○フォトフレームでの関係動画放映
○関係冊子配布
　天心・六角堂復興プロジェクトパンフレット

○
○パネル展示
○DVD放映：「よみがえる！六角堂」

大学 筑波大学 ○
①附属病院　被災の記録とDMATの活動記録紹介
②震災復興プロジェクトの紹介

○パネル・ipadによる写真や記録の展示、震災記録集の配付
○芸術専門学群の学生が中心に芸術的見地からの復興記録活動の様子をパネル展示
○巨大地震による複合災害の総合的リスクマネージメント活動の様子をパネル展示

○

大学 筑波技術大学 ○

東北地区大学支援プロジェクトに関する取組内容について、資料配布並
びに担当教職員による活動内容の紹介・説明。
また、本プロジェクトに協力を得たPEPNet-Japanの概要と、その後の発
展事業についても説明

パネル展示等

○
東北地区大学支援プロジェクト(仮タイトル）に関するパネルを数枚展示
予定

パネル展示

○附属病院DMATメンバーがユニホーム姿で、震災活動のお話会の開催

被災大学でもあり、復興大学でもある筑波大学の取組み

　筑波技術大学を中心にPEPNet-Japanで取り組んだ東北
地区大学支援プロジェクト

東日本大震災への東北大学の復旧・復興への取組

　福島の復興に向けて　～ふるさとの活力を支える大学で
あるために～

茨城大学　天心・六角堂復興プロジェクト
　　～震災復興のシンボルとしての六角堂再建の記録～

天心・六角堂復興プロジェクトのパネルを展示し、再建までの軌跡を記
録したDVD動画の放映
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復興支援
フォーラム

復興支援
映像・ﾊﾟﾈﾙ展

種別 組織・機関名

参画プログラム

テーマ 実施概要 展示・配布、プログラム内容

大学 宇都宮大学 ○ 東日本大震災に関するボランティア活動状況
東日本大震災直後より実施してきた被災者支援の学生ボランティア活
動（清掃、片付け作業、合唱コンサート、被災者への学習支援活動等）
の模様をパネル展示等により紹介。

パネル展示

大学 群馬大学 ○
　群馬大学における東日本大震災復旧・復興への支援活
動

以下について紹介。
①　震災後の多様な医療支援活動
②　学生による震災被災地における教育支援
③　子どもの生きる知恵を育む防災教育の実践

パネル展示

大学 東京大学 ○

○

大学 東京医科歯科大学 ○ 東京医科歯科大学の東日本大震災への取組
以下について紹介。
①　東京医科歯科大学ＤＭＡＴの救援活動
②　東京医科歯科大学各分野での被災地支援活動

パネル展示

大学 東京学芸大学 ○
東日本大震災と東京学芸大学の活動について、教育支援学生ボラン
ティアの取組を紹介。

○「東日本大震災と東京学芸大学」（出版物）のパンフレット配布
○「東日本大震災と東京学芸大学」（出版物）のパネル展示
○教育支援学生ボランティア活動のパネル展示

○
東日本大震災と東京学芸大学の活動について紹介 ○「東日本大震災と東京学芸大学」（出版物）のパネル展示

○教育支援学生ボランティア活動のパネル展示

大学 東京工業大学 ○

○

大学 東京海洋大学 ○ 東京海洋大学の復興支援
練習船による福島沖の放射能分布調査の概要と魚介類汚染の現状の
紹介

○パネル展示
○担当教員による解説
○関連資料配布
　・「福島沖の放射能分布調査の概要と魚介類汚染の現状の紹介」
　・大学紹介小冊子

大学 お茶の水女子大学 ○
お茶の水女子大学が取り組む東日本大震災復旧・復興支
援－被災地自治体と連携した理科教育復興支援－

御茶の水女子大学の以下理科教育復興支援の取組等を紹介。
○お茶の水女子大学で、平成２３年８月から岩手県教育委員会との連
携により実施する被災地・岩手県沿岸部の小・中学校（ニーズを調査し
た上）の理科室で必要な教材・教具を開発及び購入して現地へ送付する
活動、送付した教材・教具を授業で活用できるようにするための教員研
修等について紹介。
○平成２４年７月と８月に岩手県教育委員会及び沿岸部の六市町村の
教育委員会と、震災復興に向けた多様な取組に関して相互に協力し合
うことを目的とした包括的連携協定の締結等の取組について紹介。

○屋外用大型液晶ディスプレイで理科教育復興支援の取組を紹介
○資料展示：狭隘な仮設教室で使用するために開発した教材およびテキストを展示
○ミニ講演：取組・成果等報告（紹介）
　※理科教育復興支援の取組を大型液晶モニターを使用して担当教員が解説する
○配布資料
　狭隘な仮設教室で使用するために開発した教材およびテキスト1式を当日希望者にのみ配布

大学 新潟大学 ○ 災害時における状況認識統一のためのGISの活用
「災害時における状況認識統一のためのGISの活用」についてパネル展
示及び説明員により紹介

パネル展示

大学 上越教育大学 ○ 被災地ボランティア団体「ＡＢＪ」（学生団体）の活動について紹介
展示・資料配布
　○被災地ボランティアの記録（冊子）
　○Action By Juen 新聞

○
平成24年度に行った被災地ボランティア（　学生による被災地ボランティ
ア団体「ＡＢＪ」）の活動内容の紹介

パネル展示

大学 金沢大学 ○ 東日本大震災復旧・復興への金沢大学の支援活動

○2011年から継続的に行ってきている学生ボランティア団体による「足
湯]などを通じた見守り・寄り添い支援活動の紹介
○世界トップレベルの微量の放射能測定可能な尾小屋地下実験施設で
の環境試料測定による安全確認と広域海水試料による全球海洋汚染分
布の解明の紹介

パネル展示、広報誌等配布等

○東京工業大学写真洗浄プロジェクト　パネル
○東京工業大学写真洗浄プロジェクト　概要資料

○「仮設まちづくり支援／研究プロジェクト」の活動をパネルで展示
○「ヤタイ広場」（大槌町復興支援プロジェクト）の活動をパネルで展示

上越教育大学被災地ボランティア団体（学生団体）の活動

　東京学芸大学が取り組む東日本大震災復旧・復興への
対応、そしてこれから

東京工業大学　写真洗浄プロジェクト
東京工業大学写真洗浄プロジェクトについての紹介（担当教員・学生に
よる支援活動の説明）

東京大学における東日本大震災に関する対応（仮設まち
づくり支援／研究プロジェクト、大槌町復興支援）

東京大学における東日本大震災に関する対応の紹介
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復興支援
フォーラム

復興支援
映像・ﾊﾟﾈﾙ展

種別 組織・機関名

参画プログラム

テーマ 実施概要 展示・配布、プログラム内容

大学 金沢大学 ○ 東日本大震災復旧・復興への金沢大学の支援活動

○2012年から継続的に行ってきている学生ボランティア団体による「足
湯]などを通じた見守り・寄り添い支援活動の紹介
○世界トップレベルの微量の放射能測定可能な尾小屋地下実験施設で
の環境試料測定による安全確認と広域海水試料による全球海洋汚染分
布の解明の紹介

パネル展示、広報誌等配布等

大学 山梨大学 ○ 東日本大震災に係る医療支援活動について 東日本大震災に係る医療支援活動について紹介 パネル展示、活動報告書配付

大学 信州大学 ○
信大農援隊に関する活動報告等の資料配布、担当教員による支援活動
の説明を実施

○参加者との意見交換を行いながら実施し、被災地域に向けたメッセージを募る
○栄村･信大農援隊共同成果品〈福幸（ふっこう）蕎麦：カップ麺〉の配布

○ 被災地栄村の2年間にわたる復旧･復興支援活動に関してパネルを展示
○信州大学農援隊復興支援パネル
○栄村･信大農援隊共同成果品〈福幸蕎麦：乾麺、カップ麺）の展示

大学 静岡大学 ○
静岡大学が取り組む東日本大震災の検証と復興支援・防
災活動

静岡大学が取り組む東日本大震災の検証と復興支援・防災活動につい
てパネル、資料等で紹介

○静岡大学防災総合センター所属スタッフが撮影した写真や調査記録「3.11その後の記録」と題した
大型ポスターの展示
○地元イラストレーターと協力して作製した「震度によって異なる被害のイラスト」のパネル展示
○「三陸沿岸市町村の震災の検証及び地域防災計画の見直しに向けて」のパネル展示
○「支援者のための災害後のこころのケアハンドブック」の配付
○「地震から、キミを守る命のパスポート」（静岡大学防災総合センター発行）の配付
○「地震からあなたと家族を守る命のパスポート」（静岡大学防災総合センター、静岡県危機管理部
発行）の配付
○科学技術戦略推進費「災害科学的基礎を持った防災実務者の養成」（ふじのくに防災フェロー養成
講座）の紹介パンフレット及びシンポジウム報告書の配付

大学 愛知教育大学 ○
愛知教育大学が取り組む東日本大震災復興への教育支
援学生ボランティアの活動

教育支援に関する学生ボランティアの活動について紹介 愛知教育大学による東日本大震災教育復興支援学生ボランティア事業パネル展示

大学 名古屋工業大学 ○
資料配布（各５００部）、担当教員・学生による支援活動の説明

名古屋工業大学大学院工学研究科北川啓介研究室による避難所での人々の生活と空間の調査の
紹介パネル展示

○

「国立大学法人名古屋工業大学高度防災工学センターの取り組み」「国
立大学法人名古屋工業大学大学院工学研究科北川啓介研究室による
東日本大震災の早期復旧へ向けた取り組み　避難所での人々の生活と
空間の調査を通して」をテーマとしてパネル展示を行い、実際の支援活
動とこれからの方向性について、参加者へ紹介。

○名古屋工業大学高度防災工学センターの紹介パネル
○国立大学法人名古屋工業大学高度防災工学センター　概要パンフレット
○国立大学法人名古屋工業大学大学院工学研究科北川啓介研究室による避難所での人々の生活
と空間の調査の紹介パネル

大学 京都大学 ○
京都大学大学院地球環境学堂が取り組む、東日本大震災
復旧・復興に関する研究

京都大学地球環境学堂の３研究室が取り組む研究について、担当教
員・学生による研究活動の説明を行う。（主な研究テーマ：東日本大審査
を体験した学校の記録、学校を中心とした災害に強い復興まちづくり、コ
ミュニティ災害FMラジオの役割、東日本大震災の教訓の日本及びアジ
ア地域の災害常襲地への共有、津波で運搬された土砂の性質、災害廃
棄物処理の現状と有効利用に向けた技術的課題簡易・無水「し尿分離
(UD)トイレ」の導入による衛生対策（宮城県・石巻市や気仙沼市における
研究事例など）　）

ポスター展示、映像放映、資料配付

○
内閣府事業を活用して行った被災地域の起業支援の内容について、関
係した教員、受講生、担当学生による支援活動の説明。

支援活動説明、パンフレット配布

○
内閣府事業を活用して行った被災地域の起業支援の内容について、パ
ネル・写真の展示を希望。三陸の風景、四季と併せ、そこでの地域の起
業の営みを語りかける。

パネル展示

○
京都大学が取り組む東日本大震災復旧・復興への対応、
そしてこれから

京都大学が学生ボランティアを気仙沼地区に派遣し、カキ養殖場におけ
る労働ボランティアや地域復旧に資する調査を進める研究ボランティ
ア、高等学校における教育支援等、行ってきた活動について紹介。

活動紹介、パネル展示

大学 京都工芸繊維大学 ○

京都工芸繊維大学東日本大震災復興支援プロジェクトに関する紹介
　○被災地ちぎり絵ワークショップを通した仮設住民のQOL調査と阪神
淡路大震災VS東日本大震災に見る非常持ち出し品への意識と実態に
ついて

パネル展示及び資料配布

○
京都工芸繊維大学東日本大震災復興支援プロジェクトに関するパネル
展示での紹介（５プロジェクト）

パネル展示

○名古屋工業大学大学院工学研究科北川啓介研究室に
よる東日本大震災の早期復旧へ向けた取組　避難所での
人々の生活と空間の調査を通して＜（１））（２）（３）＞

○名古屋工業大学高度防災工学センターの取組＜（３）＞

地域の起業興しによる、地域主体の復興（起業復興）

京都工芸繊維大学が取り組む東日本大震災復支援事業

長野県北部大震災〈被災地：長野県栄村）における信大農
援隊の復旧･復興支援活動とその成果
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復興支援
フォーラム

復興支援
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種別 組織・機関名

参画プログラム

テーマ 実施概要 展示・配布、プログラム内容

大学 神戸大学 ○
　神戸大学が取り組む東日本大震災復旧・復興への対応、
そしてこれから（仮称）

神戸大学が行っている震災復興支援・災害科学研究推進活動事業のう
ち２事業について担当教員による説明を行う。

○パネル展示
○配布物
　　①事業に関する資料
　　②震災復興支援・災害科学研究推進室リーフレット
　　③震災復興支援・災害科学研究推進活動サポート一覧表
　　④被災地域・子どもたち等へ向けたメッセージに関する資料

大学 広島大学 ○
東日本大震災・福島原発災害対応に関する資料配布、担当職員による
支援活動の説明。

支援活動説明、資料配付
　○「東日本大震災・福島原発災害と広島大学」
　○「三次被ばく医療機関」として，被災地の被ばく医療緒の中核を担う」

○ 緊急被ばく医療派遣チーム等の活動風景パネルの展示 パネル展示

大学 山口大学 ○
山口県大学ＭＬ（博物館・図書館）連携事業
山口県大学ＭＬ連携企画巡回展『風化させない記憶への
一歩～自然とともに～』

東日本大震災１年後に、山口大学図書館・埋蔵文化財資料館及び梅光
学院大学図書館・博物館の主催で被災地支援を目的として開催した「山
口県大学ＭＬ連携企画巡回展『風化させない記憶への一歩～自然ととも
に～』」の成果について紹介。

○展示パネル：山口県大学ＭＬ連携成果展パネル
○配布物：パンフレット及び缶バッチ（２種類）

大学 香川大学 ○
香川大学が取り組む東日本大震災復旧・復興への対応、
そしてこれから

東日本大震災復旧・復興に関する香川大学のこれまでの取り組みとこ
れからの取り組みについて紹介

パネル展示

大学 高知大学 ○
高知大学の東日本大震災に係る被災地支援と防災・減災
活動

高知大学の東日本大震災における被災地支援活動と防災・減災に関す
る活動について紹介

パネル展示
　○高知大学の東日本大震災における被災地支援活動パネル
　○高知大学の防災・減災に関する活動パネル
展示物
　○防災グッズ
配付物
　○パネルの縮少コピーチラシ
　○防災・減災研究の成果資料
　○その他被災地支援報告会資料等

大学 九州大学 ○
○パネル展示
○資料配付

○ ○パネル展示

大学 熊本大学 ○
地域経済の回復・再生・創成に向けた世界最先端観測機器による水中
環境調査事業の成果について担当教職員による説明を実施。

展示・配布物
　○調査事業に使用した機器２点（自律型環境モニタリングロボットほか１）
　○熊本大学２０１１年度ひらめき☆ときめきサイエンスパンフレット
　○熊本大学沿岸域環境科学教育研究センター広報誌
　○熊本大学・国大協共催事業の紹介パネル
　○上記調査事業の実施風景映像放映

○
地域経済の回復・再生・創成に向けた世界最先端観測機器による水中
環境調査調査事業に関するパネルを展示

パネル展示

大学 大分大学 ○ 大分大学が取り組む東日本大震災復旧・復興への対応
大分大学が大分県と共同で，震災被災地へ大分県産木材を使用し，学
生が設計，加工した木製ベンチを寄贈した活動等について紹介 パネル展示及び資料配付

大学 鹿児島大学 ○
鹿児島大学が研究を通じた東日本大震災復旧・復興支援
活動について

鹿児島大学震災復興・日本再生支援事業について紹介

パネル展示
　○ 福島県松川浦の水産業復興および環境調査に関する共同研究
　○ 岩手県養殖漁場の生産性に関する津波影響モニタリングと底質改善事業
　○ 津波起源漂流がれき洋上目視観測

関係機関 国立大学協会 ○ 国立大学の東日本復興支援 国立大学協会発刊「国立大学の東日本復興支援」冊子の配布 冊子配布

地域経済の回復・再生・創成に向けた世界最先端観測機
器による水中環境調査

　東日本大震災・福島原発災害と広島大学　（仮称）

九州大学の東日本大震災への復旧・復興支援

九州大学の東日本大震災への復旧・復興支援についてパネル展示及
び資料配付等で紹介
　○被災者へのこころの支援「ほっとひろば九大」
　○岩手県陸前高田市の農地の復興支援事業
　○岩手県宮古市仮設住宅におけるこころの支援活動
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復興支援
フォーラム

復興支援
映像・ﾊﾟﾈﾙ展

種別 組織・機関名

参画プログラム

テーマ 実施概要 展示・配布、プログラム内容

大学共同利用機関
人間文化研究機構
（国立歴史民俗博物館）

○
東日本大震災被災地に対する国立歴史民俗博物館の取
組について

国立歴史民俗博物館における被災地での活動、今後の関連催事につい
て紹介。

○東日本大震災被災地に対する国立歴史民俗博物館の取組について概要パネル掲示
○東日本大震災被災地に対する国立歴史民俗博物館の取組について概要チラシ配布
○国立歴史民俗博物館による文化財レスキュー記録映像上映（DVD PCによる再生）
○国立歴史民俗博物館総合展示第４展示室リニューアルオープンポスター掲示
○国立歴史民俗博物館総合展示第４展示室リニューアルオープンチラシ配布
○国立歴史民俗博物館総合展示第４展示室特集展示「東日本大震災と気仙沼の生活文化」ポス
ター掲示
○国立歴史民俗博物館総合展示第４展示室特集展示「東日本大震災と気仙沼の生活文化」チラシ
配布
○国立歴史民俗博物館関連刊行物の紹介、サンプル展示（書籍『被災地の博物館に聞く』、同書籍
案内チラシ）

大学共同利用機関
自然科学研究機構
（基礎生物学研究所）

○
大学連携バイオバックアッププロジェクト　〜災害に強い生
命科学研究を目指して〜

基礎生物学研究所が中核機関を務める大学連携バイオバックアッププ
ロジェクトについて担当教員・学生による活動の紹介を行う。

○大学連携バイオバックアッププロジェクトパンフレット配布
○大学連携バイオバックアッププロジェクト事業パネル展示
○基礎生物学研究所概要パンフレット配布

大学共同利用機関
情報・システム研究機構
（新領域融合センター、統計
数理研究所）

○
システムズ・レジリエンス -- 壊れてもしなやかに復帰でき
るシステムを科学する

情報・システム研究機構 新領域融合センターで実施中の研究プロジェク
ト、システムズ・レジリエンスに関して紹介

ポスター展示とパンフレットの配布
　○システムズ・レジリエンス パネル
　○新領域融合センターのパンフレット

独立行政法人 国立女性教育会館 ○

東日本大震災以降、国立女性教育会館が取り組んでいる震災復興・復
興支援関係の事業（NWECが全国の女性関連施設と連携して構築する
NWEC災害復興支援女性アーカイブ）について、パネルや資料を通して
紹介。

○NWEC災害復興支援女性アーカイブのコンテンツの一部の事業パネル
○NWEC女性教育情報センターパンフレット
○NWEC女性アーカイブセンターパンフレット
○平成２３年度NWEC国際シンポジウム報告書

○

平成２３年度に実施したNWEC国際シンポジウムにおいて、アジア９ヵ国
から出席した「アジア太平洋地域にお ける男女共同参画推進官・リー
ダーセミナー」の研修生による各国の防災・減災とジェンダーについての
ポスター掲示。

パネル展示

独立行政法人 国立科学博物館 ○

○

独立行政法人 物質・材料研究機構 ○
物質・材料研究機構の取組：震災対応技術へ展開する先
端材料研究

物質・材料研究機構が持つ材料研究シーズを発展させ、震災対応技術
へと展開した材料研究事例を説明パネル、試料展示、動画（実験映像な
ど）を通して紹介。

○展示パネル
○試料展示
○動画放映

独立行政法人 放射線医学総合研究所 ○
放医研が取り組む東日本大震災復旧・復興への対応、そして放射線へ
の対応について紹介。

○福島復興支援に関する資料配布
○「放射線早見図」のクリアファイル配布
○広報課担当者による支援活動の説明
○放射線教育アニメーション「放射線の知識と教養」放映
○放射線早見図配布
○放射線医学総合研究所福島復興支援本部説明資料配布
○「図説ハンドブック　放射線の基礎知識」配布

○
放医研が取り組む東日本大震災復旧・復興への対応、そして放射線へ
の対応について紹介。 福島復興支援本部事業パネル

独立行政法人 防災科学技術研究所 ○
防災科学技術研究所の研究成果を活用した復興支援の取
組

防災科学技術研究所が、復興支援として現在も続けている災害ボラン
ティアセンター運営及び被災者見守りに関する取組と、災害・復興デジタ
ルアーカイブスの取組について紹介。

○ 災害ボランティアセンター運営及び被災者見守りの情報管理
○災害・復興デジタルアーカイブス

独立行政法人 宇宙航空研究開発機構 ○ 地球観測衛星による災害状況把握、通信衛星回線の提供
地球観測衛星による災害状況把握、通信衛星回線の提供などについて
のパネル展示を行う。

○パネル展示
○標本レスキューパネル
○レスキュー動画
○震災復興コラボの紹介パネル
○関連資料配付
　・展示パネルをA4で印刷したもの
　・館内パンフレット

国立科学博物館の被災標本レスキュー活動と震災復興・
国立科学博物館コラボミュージアムの紹介

国立科学博物館の実施した被災標本レスキュー活動、「震災復興・国立
科学博物館コラボミュージアム」について、パネル展示、関連資料等によ
り紹介する。

放医研が取り組む東日本大震災復旧・復興への対応、そ
して放射線への対応

NWEC（国立女性教育会館）からの発信　～女性の視点を
活かした災害復興・復興支援事業
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復興支援
フォーラム

復興支援
映像・ﾊﾟﾈﾙ展

種別 組織・機関名

参画プログラム

テーマ 実施概要 展示・配布、プログラム内容

独立行政法人 理化学研究所 ○ 重イオンビームによる陸上植物・海藻の品種改良
重イオンビーム照射により、津波被災水田においても収量も味も良い
「耐塩性イネ」の開発や三陸地方のワカメの新品種開発等の研究につ
いて紹介。

○ポスター展示
○ワカメを育成する水槽の展示
○育てたワカメの試食

独立行政法人 海洋研究開発機構 ○
東日本大震災におけるJAMSTECの調査・研究航海につい
て

JAMSTECが保有する施設や船舶を駆使し、東日本大震災発生直後、い
ち早く調査・研究航海に向かった成果等について紹介。

○解説パネル
○映像放映
○展示物：ちきゅう模型
○AMSTECガイド配布

独立行政法人 日本原子力研究開発機構 ○ 原子力機構が取り組んできた福島復興活動について 原子力機構が取り組んできた福島での活動についてパネルで紹介。

パネル展示
　○プラスチックシンチレーションファイバ（PSF）による放射線分布の測定
　○航空機による広域放射線モニタリング
　○ガンマプロッターH
　○除染モデル事業
配付資料
　○機構広報誌（未来へげんき、JAEANEWS）
　○環境再生に向けて

7 
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